第６号様式（第11条第１項）記入例


実績報告書報告書の提出日（４月１日以降）を記入ください。


　　年　　月　　日

横浜市旭区長
（住　所）旭区○○○○○
（自治会町内会名）○○○自治会
（代表者名）横浜　あさひくん
（担当者名）同上
（連絡先電話番号）○○○－○○○○

旭区まちぐるみ地域防犯推進事業の、令和７年度活動実績について、次のとおり報告します。収支決算書の「助成対象経費×１／２」の額を記入ください（１円未満切り捨て）。
記入例では、収支決算書上の支出額のうち助成対象経費合計額が４0,000円なので、
４0,000円×１／２＝20,000円となります。


１　助成金交付額
　　20,000円

２　助成対象経費合計額×２分の１（補助率）
　　20,000円

３　余剰金
　　      0円
１＜２の場合「０円」と記入してください。
１＞２の場合、差額（１－２）を記入してください。
差額が発生した場合は、後日送付する納付書にて返還いただきます。

この様式及び添付資料は、横浜市市民協働条例（平成24年６月横浜市条例第34号）第７条第４項の規定に基づき、一般の閲覧に供しなければならない。





	１　活動構成人数実人数を記入してください。
記入例
地区連合町内会・自治会町内会名（　　　○○○自治会　　　）


	
　　　　　　　10 人

	２　活動内容

	◎防犯パトロール（活動開始時期　平成20年４月頃、当初の活動人数　　２０人程度）

	実施頻度
	（　年・月・週　）　　　　　４　回程度

	参加人数
	　　　　　　　　　　　　５人／回

	実施場所
	· ○○○自治会全域実施場所は大まかな表記でかまいません。



	特徴又は特に力を入れていること
	　当自治会の区域内には○○○小学校があるため、学校付近にて週に１回子どもの見守り活動を行っています。パトロール活動以外の「防犯活動」がありましたら、御記入ください。
該当がなければ記載不要です。


	◎その他の防犯に関する取組　(実施時期、参加人数、実施場所等)

	○　防犯情報共有会議
内容：毎月の自治会町内会会議の際に、各班の犯罪状況を聞いています。
実施時期：毎月、参加人数：約10人、実施場所：○○○自治会館

	○　〇〇〇小学校PTAとの協力活動
　　内容：〇〇〇小学校PTAと協力して、スクールゾーンについて交通安全の情報共有を行っています。
　　実施時期：８月、参加人数：約10名、実施場所：○○○小学校

	· パトロール計画会議
内容：年間のパトロール計画について打ち合わせを行いました。 
　　実施時期：４月　　参加人数：約10名　実施場所：○○○自治会館

	３　活動における課題等

	　活動の担い手が固定化、高齢化してきているので、どのように担い手を拡大していくかが課題である。



	４　今後の活動の展望等

	　広範囲の見守りを目的として、夜間については車でのパトロール実施を検討したい。







第７号様式（第11条第２項）収入額は支出額と同額

記入例

内は同額になります。

収支決算書

（○○〇自治会）　
１　収入額　　　　　40,000　円
（単位：円）
	項　　目
	決　算　額
	説　　　　　　明

	区交付金
	  20,000
	旭区まちぐるみ地域防犯推進事業助成金

	自治会費
	  20,000
	○○○自治会防犯活動費

	　　　　
	  
	

	収入合計
	  40,000
	


支出額が区交付金の２倍以上でない場合、
区役所にすぐにお電話ください。

２　支出額　　　　　40,000　円
（単位：円）
	
	項　　目
	決　算　額
	説　　　　　　明

	助成対象経費
	 会　議　費
	3,000　
	会議室利用料

	
	 活　動　費
	
	

	
	




	
	２5,000　
	防犯ベスト、懐中電灯

	
	
	
	3,000　
	パトロール用車両燃料費

	
	
	
	5,000　
	パトロール飲料

	
	 事　務　費
	4,000　
	郵送代

	助成対象外経費
	
	
	　

	
	
	
	　対象外経費がある場合は記入してください。


	
	支 出 合 計
	40,000
	　


· 注意点☆
・収入額と支出額は必ず一致させてください。


